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⻑野市穂保地区における千曲川の堤防決壊は予測できたか？ ハザードマップは語る 
 
1000 年に１度の⼤⾬を想定したハザードマップがつい最近に発表された。それを受けて、
各都道府県はそのマップを公表するとともに、安全を喚起した。 
兵庫県加古川市のハザードマップ http://www.alchemist.jp/Blog/190830.pdf 
 
この度の台⾵ 19 号（９⽉ 12 ⽇、13 ⽇）により千曲川が決壊し、⻑野市は⼤きな⽔害に⾒
舞われた。正に 1000 年に⼀度と⾔ってもよい集中豪⾬で、その進⽔深さも３ｍを超えると
ころがあった。 
 
 
⻑野市洪⽔ハザードマップ  
https://www.city.nagano.nagano.jp/soshiki/kikibousai/2570.html 

 

 



 
 
 
千曲川の決壊 川幅が狭まる地形的要因も影響か 専⾨家指摘 
NHK NewsWeb 2019 年 10 ⽉ 13 ⽇ 19 時 09 分 
 
⻑野県を流れる「千曲川」の堤防が決壊し、広い範囲が浸⽔したことについて河川の災害に
詳しい東京理科⼤学の⼆瓶泰雄教授は、流域で記録的な⼤⾬が降ったことに加えて、川幅が
急激に狭くなる地形的な要因も重なって、堤防が決壊した可能性があると指摘しています。 
 
国⼟交通省北陸地⽅整備局によりますと、千曲川は、⻑野市の穂保地区で、およそ 70 メー
トルにわたって堤防が決壊しました。⼆瓶教授が映像を分析したところ、決壊した場所の周
辺では、住宅の１階部分がほぼ⽔没しているところがあることから、浸⽔の深さはおよそ３
メートルほどだったと分析しています。 
 
また、堤防が決壊した場所の周辺では、川幅は１キロ近くありますが、下流に⾏くにしたが
って急激に狭くなり、５キロほど下流の川幅はおよそ 200 メートルの狭さになっていると
いうことです。 
 
⼆瓶教授によりますと、こうした川幅の狭い場所では⽔が流れにくくなり、上流部分では、



せき⽌められるように⽔がたまって⽔位が上がりやすくなるということです。 
 
このため、穂保地区の周辺でも、⽔位の⾼い状態が⻑時間続き、川からあふれた⽔が堤防を
けずるなどして、決壊につながった可能性があると指摘しています。 
 

 
 
北陸新幹線が⾞両基地で⽔没 千曲川氾濫の影響で 
https://www.huffingtonpost.jp/entry/typhoon-19_jp_5da277e0e4b02c9da04b75d4 
 
台⾵１９号で千曲川が氾濫した影響で、
⻑野市⾚沼にあるＪＲ東⽇本の北陸新幹
線⾞両センターでは、複数の新幹線の⾞
両が浸⽔している。 
残念ながら、ハザードマップが活かされ
なかったということでしょう。事前にケ
ーススタディをしていれば、この被害は
回避された可能性もあります。起こって
しまってから、こうすべきだったという
のが⼈の常ではあるのですが。 



洪⽔に関する考察がなされていましたので、参考までに添付しました。 
 
 
洪⽔氾濫を推定する地形学的アプローチに関する考察 
⽔⽂・⽔資源学会誌 第 24 巻 第２号（2011）pp｡99-108 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjshwr/24/2/24_2_99/_pdf/-char/ja 

 
 

 



 
 
 
千 曲 川 に お け る寛 保 2 年(1742)8 ⽉ ⼤ 洪 ⽔ の 考 察 
(第 5 回 ⽇本⼟⽊史研究発表会論⽂集 1985 年 6 ⽉) 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalhs1981/5/0/5_0_121/_pdf/-char/ja 
 
⻑野市⾚沼は新幹線基地の所在地 
「沼」の名は低地であることを⽰してい
る。 
 
⻑沼は堤防決壊現場の近くである。 
こちらも「沼」である。 
 
 
 
 
 
 


